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は
じ
め
に

　

郵
政
第
五
分
科
会
で
は
、
毎
月
研
究
会
を
開
催
し
て
、
郵
政
資
料
館
所
蔵
資
料
の
整

理
を
兼
ね
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
郵
政
資
料
館
に
は
、
一
般
に
は
明
治
以
降
の
郵
便

関
係
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
近
世
交
通
史
研
究

を
す
る
我
々
に
と
っ
て
の
研
究
対
象
の
宝
庫
で
あ
る
。
収
蔵
資
料
は
、
江
戸
幕
府
道
中

奉
行
所
資
料
を
は
じ
め
、
明
治
以
前
の
交
通
史
関
係
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

小
稿
で
は
、
整
理
・
調
査
過
程
で
見
つ
か
っ
た
「
乗
物
」
に
関
連
し
た
史
料
を
紹
介

す
る
。
本
史
料
は
、「
乗
物
」、
一
般
的
に
は
「
駕
籠
」（
１
）と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
「
乗
物
」

の
修
理
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

　
「
乗
物
」に
関
し
て
は
、こ
れ
ま
で
江
戸
東
京
博
物
館
に
お
い
て
特
別
展「
珠
玉
の
輿
」

が
開
催
さ
れ
、
展
示
及
び
図
録（
２
）に
よ
り
武
家
の
「
女
乗
物
」
の
概
要
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
展
に
関
わ
っ
た
研
究
者
の
論
考（
３
）や
修
理
報
告（
４
）な
ど
が
あ
る
が
、

近
世
の
武
家
用
の
「
乗
物
」
の
修
理
仕
様
に
関
す
る
史
料
や
論
考
は
、
管
見
の
限
り
そ

の
存
在
を
知
ら
な
い
。

　

こ
の
史
料
は
、「
乗
物
」
に
関
し
て
の
細
部
の
名
称
や
構
造
な
ど
が
明
ら
か
で
あ
り
、

史
料
を
掲
出
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
本
史
料
の
「
乗
物
」
に
つ
い
て
若
干
の
私
見

を
述
べ
て
み
た
い
。

　

一　
「
網
代
乗
物
修
理
仕
様
并
代
金
覚
」

　

郵
政
資
料
館
で
は
、
資
料
名
を
「
網
代
乗
物
修
理
仕
様
并
代
金
覚
」（
５
）と
し
て
登
録

さ
れ
、
同
一
番
号
で
二
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
収
集
段
階
で
既
に
共
に
あ
っ
た
と
み

ら
れ
、
資
料
館
に
は
同
時
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
で
は
二
通
の
史
料
を
便
宜
的
に

「
史
料
１
」「
史
料
２
」
と
し
て
紹
介
す
る
。

　

さ
て
、
こ
の
史
料
１
・
２
と
も
「
覚
」
で
始
ま
り
、「
御
召
御
網
代
乗
物　

御
修
復
売

上　

壱
挺
」
と
共
通
の
内
容
で
あ
る
。
年
欠
で
は
あ
る
も
の
の
「
戌
十
月
晦
日
」
付
け

と
な
り
、
差
出
人
も
「
乗
物
屋
音
五
郎
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
日
同
人
の
手
で
作
成
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
宛
所
は
「
上
」
と
な
っ
て
お
り
不
詳
で
あ
る
が
、
同
時
に

収
集
さ
れ
た
経
緯
な
ど
か
ら
、
乗
物
修
復
依
頼
者
は
同
一
者
と
推
測
さ
れ
、
出
所
は
同

一
と
推
定
さ
れ
る
。

　

次
に
、
各
史
料
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。（
な
お
、
仕
様
や
乗
物
各
部
の
用
語
に

つ
い
て
は
筆
者
の
推
測
も
あ
る
の
で
誤
り
や
誤
読
を
御
容
赦
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大

方
の
御
教
示
を
賜
り
た
い
。）

【
史
料
１
】（
句
読
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）

　
　
　
　
　

覚

　

一　

御
召
御
網
代
乗
物

　
　
　

御
修
覆　

売
上　
　
　
　
　

壱
挺

郵
政
資
料
館
所
蔵
「
網
代
乗
物
修
理
仕
様
并
代
金
覚
」

 

杉
山　

正
司　
　
　

 

資
料
紹
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但
し
、
御
仕
用
右
同
断
、　

但
し
、
御
家
根
御
腰
廻
り

　
　
　

御
金
物
ハ
、
色
付
直
し
、
山
殊
小
鋲
ニ
て
打
立
、
此
外

　
　
　

右
之
通
り
御
仕
立
仕

　

一　

御
家
根
御
日
除
黒
ら
せ
板
ニ
て
ま
き
、
日
除
ニ
て

　
　
　

六
方
角
四
方
金
物
中
金
物
共
〆
、
六
方
打
立
、

　
　
　

装
束
御
紐
浅
黄
綿
打
ニ
し
仕

　

一　

御
家
根
御
腰
ま
き
、
桐
油
青
染
色
ニ
て
仕

　

一　

御
内
、
引
茣
し
ん
き
ニ
て
仕

　
　
　
　
　

代
金
㊞
拾
六
両
也

　
　
　
　

右
之
通
り
、
慥
ニ
請
取
㊞
仕
候
、
以
上

　
　

右
之
通
り
、
入
念
出
来
可
奉
相
納
候
、
以
上

　
　
　

戌

　
　

十
月
晦
日　
　
　
　
　
　

乗
物
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
五
郎
㊞

　

上

　

史
料
１
は
、
修
理
仕
様
は
後
段
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
断
わ
り
、
主
要
修
理
個
所
を

家
（
屋
）
根
の
周
囲
を
中
心
に
、
金
物
の
色
付
け
を
直
し
、
山
升
小
鋲
で
留
め
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
山
升
小
鋲
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
頭
が
山
形
に
盛
り
あ
が
っ
た

小
鋲
で
あ
ろ
う
。

　

修
理
の
仕
様
に
つ
い
て
は
、
屋
根
の
日
除
け
に
黒
の
ラ
シ
ャ
に
似
た
毛
織
物
で
あ
る

羅
背
板
を
巻
き
、
六
方
角
、
す
な
わ
ち
周
囲
と
天
地
の
角
部
分
に
金
物
を
あ
て
て
補
強

し
た
。
装
束
紐
は
、
窓
に
垂
ら
す
装
飾
の
化
粧
紐
で
あ
ろ
う
が
浅
黄
色
の
綿
を
柔
ら
か

く
し
た
紐
と
し
た
。屋
根
の
腰
巻
き
部
分
に
防
水
性
の
高
い
青
染
色
の
桐
油
を
施
し
た
。

内
部
は
、
新
規
に
茣
蓙
を
敷
い
た
と
あ
る
。

　

こ
の
修
理
は
、
屋
根
部
分
が
中
心
と
な
り
、
網
代
な
ど
の
胴
部
分
に
は
手
が
及
ん
で

い
な
い
が
、
金
額
は
十
六
両
で
あ
る
。

【
史
料
２
】

　
　
　
　

覚

　

一　

御
召
御
網
代
乗
物

　
　
　

御
修
覆
売
上　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

　
　
　

但
し
、
御
仕
用
仕
、
惣
躰
下
頃
よ
り
丈
夫
ニ
釘
く
さ
び

　
　
　

ニ
て
〆
直
し
、
左
右
戸
櫓
ざ
ん
付
替
工
合
直
し
、

　
　
　

御
家
根
御
腰
通
り
、
極
上
之
黒
花
塗
ニ
仕
、
尤
表

　
　
　

御
網
代
あ
や
す
ぎ
組
ニ
て
極
入
念
組
立
、
丈
夫
ニ
張
立
、

　
　
　

極
上
之
き
ふ
塗
ニ
仕
、
捍
打
黒
花
塗
ニ
て
山
付
、

　
　
　

小
釘
ニ
て
〆
打
立
仕
、
尤
御
家
根
腰
通
り
ハ
金
物

　
　
　

に
く
る
み
、
色
躰
金
物
惣
躰
し
ん
き
ニ
て
御
打
立
、

　
　
　

前
後
御
紋
前
御
こ
の
み
ノ
通
り
ニ
仕
、
惣
御
金
物

　
　
　

山
躰
に
く
る
み
、
小
鋲
ニ
て
打
立
、
三
方
御
窓
は
づ
れ
、　

　
　
　

二
歩
印
籠
棟
朱
塗
ニ
て
、
御
網
糸
紫
た
い
は
く

　
　
　

糸
ニ
て
網
立
、
三
方
取
廻
し
御
縁
り
黒
と
し
て

　
　
　

ニ
て
三
ッ
刻
ニ
て
取
廻
し
、
装
束
中
摩
九
利

　
　
　

紫
真
田
ニ
て
小
摩
九
利
、
黒
八
幡
草
ニ
て
御

　
　
　

張
出
し
、
御
桐
油
青
添
蝋
引
ニ
て
御
張
出
し
、

　
　
　

金
物
水
切
金
ニ
て
仕
、
尤
御
す
た
れ
角
捍
金
物

　
　
　

に
く
る
み
、
志
ろ
き
金
物
ニ
て
加
ん
可
け
針
、
金
滅

　
　
　

金
ニ
て
仕
、
御
す
だ
れ
よ
け
金
物
米
塗
ニ
て
仕
、

　
　
　

御
内
三
方
御
障
子
紫
紋
紗
ニ
て
ミ
ま
へ
張
立
、

　
　
　

又
三
ま
へ
美
濃
紙
張
御
障
子
御
津
ま
み
草

　
　
　

紫
草
ニ
て
丈
夫
ニ
仕
、
左
右
よ
り
弐
じ
黒
天

　
　
　

ニ
て
仕
、
御
底
板
黒
塗
ニ
仕
、

　

一　

御
家
根
長
棒
ぬ
ノ
き
せ
、
極
上
之
黒
花
塗
ニ
て

　
　
　

仕
、
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一　

御
家
根
御
日
除
黒
ニ
て
内
こ
ら
し
ニ
て
組
立
、

　
　
　

極
上
之
黒
塗
ニ
て
仕
、
御
切
地
朱
ノ
ら
せ
板
ニ
て
張
立
、

　
　
　

御
装
束
御
紋
浅
黄
綿
打
初
ニ
て
八
角
金
物

　
　
　

に
く
る
み
ニ
て
打
立
仕
、
尤
御
黒
ハ
か
ま
ち　

　
　
　

廻
り
黒
花
塗
ニ
仕
、

　

一　

御
家
根
御
腰
ま
き
、
桐
油
青
染
色
ニ
て

　
　
　

御
仕
立
仕
、

　

一　

御
内
御
引
座
志
ん
き
ニ
仕
、　　

壱
通

　
　
　
　
　

代
㊞
金
拾
九
両
也

　
　
　

右
之
通
り
、
慥
ニ
請
取
㊞
仕
候
、
以
上

　

右
之
通
り
、
入
念
出
来
可
相
奉
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗
物
屋

　

戌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
五
郎
㊞

十
月
晦
日

　

上

　

史
料
２
の
「
乗
物
」
は
、
史
料
１
と
同
一
の
網
代
乗
物
で
あ
る
。

　

内
容
を
見
て
い
く
と
、
最
初
に
乗
物
全
体
の
下
半
分
が
緩
ん
だ
た
め
に
、
釘
や
楔
を

打
ち
込
ん
で
締
め
直
す
と
共
に
、
引
き
戸
の
桟
を
取
替
て
具
合
を
直
す
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
次
い
で
、
史
料
１
同
様
に
、
屋
根
の
腰
廻
り
に
極
上
の
光
沢
が
あ
る
漆
黒
の

黒
花
塗
り
を
施
す
。
網
代
に
つ
い
て
の
仕
様
で
は
、
綾
杉
を
組
ん
で
入
念
に
仕
上
げ
て

極
上
の
き
ふ
（
生
？
）
漆
塗
り
し
て
、
捍
打
は
黒
漆
塗
り
で
山
付
け
（
盛
り
上
げ
？
）

て
小
釘
を
打
っ
て
留
め
る
。

　

屋
根
の
縁
周
り
は
金
物
を
あ
て
て
補
強
し
、
色
付
け
の
金
物
は
新
規
に
作
成
し
て
、

本
体
の
前
後
に
取
り
付
け
る
家
紋
は
注
文
通
り
と
し
て
陽
刻
し
て
小
鋲
で
留
め
た
。
前

方
と
左
右
の
窓
は
外
れ
る
よ
う
に
し
て
、
印
籠
棟
を
朱
塗
り
と
し
て
窓
枠
に
め
ぐ
ら
す

網
糸
は
紫
色
の
糸
を
編
ん
で
、
三
方
と
も
縁
を
黒
と
し
た
。

　
「
ま
く
り
」
は
書
画
な
ど
が
未
表
装
の
状
態
を
さ
す
の
で
、
内
部
の
装
飾
で
は
な
い

か
と
も
推
測
す
る
が
不
明
で
、
記
述
の
流
れ
か
ら
紫
色
の
真
田
紐
や
黒
八
幡
草
（
ユ
キ

ノ
シ
タ
科
）
な
ど
が
張
り
出
す
こ
と
か
ら
引
戸
窓
の
装
飾
の
可
能
性
も
あ
る
。
御
桐
油

青
添
蝋
引
は
防
水
材
で
、
金
物
も
水
切
れ
の
金
具
と
し
て
い
る
。
窓
の
簾
は
角
捍
金
物

を
あ
て
て
、
白
い
金
に
金
メ
ッ
キ
し
、
簾
を
留
め
る
金
物
も
朱
塗
り
と
し
た
。
内
部
三

方
の
障
子
は
、
周
囲
に
紫
紋
紗
ヲ
張
立
て
、
美
濃
紙
を
貼
っ
て
、
取
っ
手
の
紐
は
紫
草

を
丈
夫
に
編
ん
で
取
り
付
け
た
。
底
板
は
、
黒
塗
り
と
し
た
。

　

屋
根
上
の
担
ぎ
棒
に
は
、
下
地
に
布
を
着
せ
て
極
上
の
黒
漆
塗
り
を
施
し
た
。
後
述

す
る
が
、
屋
根
の
長
棒
は
、
江
戸
市
中
で
は
許
さ
れ
な
い
黒
漆
塗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

参
覲
交
代
時
の
道
中
用
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

屋
根
の
日
除
け
は
、
内
側
に
意
匠
を
凝
ら
し
て
極
上
の
黒
漆
と
し
て
、
裂
地
は
朱
の

羅
背
板
を
張
り
、
御
装
束
御
紋
（
紋
所
）
は
浅
黄
色
の
綿
打
ち
に
し
た
も
の
を
八
角
の

金
物
で
く
る
ん
で
取
り
付
け
た
。
外
枠
は
、
黒
漆
塗
り
と
し
た
。

　

屋
根
の
腰
巻
き
に
は
、
防
水
加
工
と
し
て
青
染
色
の
桐
油
を
施
し
た
。
内
部
に
は
、

新
規
に
茣
蓙
を
敷
い
た
と
い
う
も
の
で
、
修
理
代
金
は
、
十
九
両
で
あ
る
。

　

史
料
１
の
「
乗
物
」
よ
り
全
般
的
な
修
理
の
感
が
あ
る
。
担
ぎ
棒
、
屋
根
、
日
除
け
、

引
戸
や
窓
、
腰
廻
り
、
網
代
な
ど
で
、
底
部
以
外
は
全
て
手
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
、
前
者
と
は
わ
ず
か
三
両
の
違
い
と
思
え
な
い
修
理
仕
様
で
あ
る
。

二　

網
代
乗
物

　

こ
こ
で
改
め
て
、
史
料
の
「
網
代
乗
物
」
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、
車
、
輿
、
駕
籠
が
乗
用
具
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
駕

籠
に
は
籃
輿
（
か
ご
）
と
乗
物
が
あ
る
と
し
て
い
る
。「
籃
輿
而
賤
民
常
用
之
駕
籠
也
」

と
あ
り
、
籃
輿
は
庶
民
の
乗
用
具
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

乗
物
は
、「
其
周
匝
裹
用
備
州
莞
筵
令
、
武
家
僧
医
及
婦
女
所
乗
用
也
、
民
俗
不
許

乗
之
」
と
あ
り
、
そ
の
周
囲
は
備
州
の
筵
で
包
ま
れ
、
武
家
・
僧
・
医
師
・
女
性
が
乗

る
も
の
で
、
庶
民
は
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
。

　
『
守
貞
謾
稿
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
収
載
さ
れ
た
「
駕
車
」
の
項
に
は
、
車
・

輿
に
次
い
で
「
乗
物
」
が
出
て
い
る
。「
乗
物
」
の
種
別
は
、
大
別
し
て
乗
物
・
輪
王
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『守貞謾稿』後集巻３-４、江戸医師乗物（国立国会図書館蔵）

『守貞謾稿』後集巻３-４、乗物之図（国立国会図書館蔵）

『守貞謾稿』後集巻３-４、権門駕籠（国立国会図書館蔵）
大名の家来が、他用に主人から貸し与えられた駕籠。『守貞謾稿』では、

幕府献上物がある時に利用したのではないかとしている。
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寺
法
親
王
所
用
乗
物
・
江
戸
医
師
乗
物
・
大
坂
市
民
葬
式
用
乗
物
・
女
乗
物
の
五
種
類

で
あ
る
。
二
番
目
に
挙
げ
ら
れ
た
輪
王
寺
法
親
王
所
用
乗
物
は
、「
乗
物
」
の
前
方
部

に
膨
ら
み
を
付
け
た
も
の
で
、
筆
頭
の
「
乗
物
」
と
同
等
に
分
類
し
て
よ
い
。

　

さ
て
、こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
乗
物
で
、「
網
代
乗
物
」と
呼
ば
れ
る
の
は
、第
一
の「
乗

物
」
に
分
類
さ
れ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』、『
守
貞
謾
稿
』
と
も
に
「
乗
物
」
は
武
家

用
で
あ
り
、
特
に
後
者
で
は
網
代
仕
上
げ
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
守
貞
謾
稿
』
に
記
載
さ
れ
た
乗
物
の
仕
様
を
み
て
い
き
た
い
。

　
「
乗
物
、
将
軍
家
は
溜
塗
、
惣
網
代
、
棒
黒
塗
」
と
あ
り
、
将
軍
家
は
溜
塗
り
の
惣

網
代
仕
上
げ
、
担
ぎ
棒
は
黒
塗
り
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
溜
塗
り
は
、
朱
漆
な
ど
の
下

塗
り
の
上
に
透
漆
で
上
塗
り
を
し
た
も
の
で
、
下
の
網
代
の
地
が
透
け
て
見
え
る
技
法

で
あ
る
。

　

公
家
や
官
僧
も
位
階
を
問
わ
ず
惣
網
代
で
棒
黒
漆
で
あ
る
が
、
溜
塗
り
で
は
な
く
朱

漆
を
専
ら
と
し
、
黄
漆
も
用
い
る
と
い
う
。

　

大
名
の
乗
物
は
、
参
覲
交
代
な
ど
の
道
中
で
は
惣
網
代
、
溜
塗
、
棒
黒
漆
を
用
い
る

者
も
あ
る
が
、
江
戸
で
は
許
さ
れ
な
い
。
打
上
腰
網
代
を
最
上
と
し
て
、
腰
網
代
、
腰

黒
、
蓙
巻
の
序
列
が
あ
る
。

　

打
上
腰
網
代
乗
物
と
は
、
屋
根
の
庇
が
全
部
、
あ
る
い
は
一
部
が
乗
降
し
や
す
い
よ

う
に
蝶
番
で
上
方
に
開
放
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
引
戸
か
ら
下
の
腰
部
分
の
網

代
黒
漆
塗
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

腰
網
代
乗
物
は
、
打
上
機
能
を
持
た
な
い
腰
部
分
の
網
代
黒
漆
塗
り
。

　

腰
黒
は
、
引
戸
か
ら
下
の
腰
部
分
を
黒
漆
塗
り
。

　

蓙
巻
は
、
周
囲
を
茣
蓙
で
巻
い
た
も
の
。

　

さ
ら
に
「
武
家
在
府
用
打
上
以
下
並
ニ
棒
素
ナ
リ
」
と
あ
り
、
江
戸
市
中
で
は
白
木

の
担
ぎ
棒
を
用
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
松
平
越
中
守
の
み
特
に
黒
漆
棒
を
使
う
こ

と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
大
名
は
、
参
覲
交
代
の
道
中
に
お
い
て
黒
漆
塗
り

の
担
ぎ
棒
を
使
用
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
歌
川
広
重
の
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
に

は
規
定
通
り
の
白
木
の
担
ぎ
棒
の
乗
物
が
描
か
れ
て
い
る（
６
）。

京師：画面左端に白木の担木棒の乗物が見える。

嶋田：河原に乗物が置かれている。土手近くは駕
籠か。

金谷：人足にかつがれて渡河する乗物。

関：本陣玄関式台に白木の担ぎ棒の乗物が見える。

歌川広重画（保永堂版）「東海道五拾三次」
 （郵政資料館蔵）
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三　

網
代
乗
物
の
乗
用
者
規
定

　

さ
て
、
こ
の
網
代
乗
物
に
つ
い
て
、『
徳
川
実
紀
』（
７
）に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

安
永
三
年
十
二
月
「
廿
九
日
令
せ
ら
れ
し
は
。
万
石
以
上
轎
制
。
打
揚
腰
網
代
は
。
国

持
。
溜
詰
。
三
家
の
諸
流
。
越
前
家
の
み
用
ひ
来
り
。
そ
の
外
新
た
に
用
る
は
い
ふ
迄

も
な
し
。
た
と
ひ
む
か
し
用
ひ
し
も
。
中
頃
よ
り
絶
た
る
は
。
向
後
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。

は
た
打
揚
腰
あ
じ
ろ
に
見
ま
が
ふ
や
う
に
造
り
な
せ
る
轎
も
ち
ゆ
べ
か
ら
ず
。」
と
あ

る
。
こ
の
「
轎
」
は
、
駕
籠
・
乗
物
を
い
い
、
こ
の
時
に
乗
物
に
関
す
る
轎
制
が
始
ま

り
、
こ
れ
を
受
け
て
網
代
乗
物
や
打
揚
乗
物
が
乗
用
で
き
る
大
名
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
天
明
御
触
書
集
成
」（
８
）で
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
二
月
に
打
揚
腰
網
代
乗

物
二
十
人（
９
）、
腰
網
代
で
は
な
い
打
揚
乗
物
九
人
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
打
揚
と
な
っ

て
い
る
腰
網
代
乗
物
四
人
、
打
揚
で
は
な
い
が
腰
網
代
乗
物
一
人
の
伊
達
遠
江
守
家
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
憲
教
類
典
」（10
）に
も
、
同
年
同
月
二
十
九
日
付
け
で
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る
が
、

打
揚
腰
網
代
乗
物
二
十
一
人
、
腰
網
代
で
は
な
い
打
揚
乗
物
九
人
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

打
揚
と
な
っ
て
い
る
腰
網
代
乗
物
四
人
、
打
揚
で
は
な
い
が
腰
網
代
乗
物
一
人
の
伊
達

遠
江
守
家
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
諸
家
家
格
儀
式
書
留
」（11
）に
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
以
降
、
打
揚
腰
網

代
乗
物
十
九
人
、腰
網
代
で
は
な
い
打
揚
乗
物
十
三
人
、ど
ち
ら
か
一
方
が
打
揚
と
な
っ

て
い
る
腰
網
代
乗
物
三
人
、
打
揚
で
は
な
い
が
腰
網
代
乗
物
一
人
の
伊
達
遠
江
守
家
と

あ
る
。
さ
ら
に
規
定
以
外
で
あ
る
が
、
古
来
か
ら
松
平
下
総
守
も
網
代
乗
物
を
許
さ
れ

て
い
る
。
史
料
で
は
「
往
古
」
と
あ
り
、
安
永
時
の
史
料
に
は
名
前
の
記
載
が
な
い
こ

と
か
ら
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
以
後
の
許
可
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
い
ず
れ
の
記
録
か
ら
も
、
網
代
乗
物
が
、
大
名
に
は
「
腰
網
代
乗
物
」
に
限
定

さ
れ
、
特
定
の
大
名
と
そ
の
世
子
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、「
天
明

御
触
書
集
成
」
と
「
憲
教
類
典
」
は
、
同
年
代
資
料
だ
が
大
名
数
が
異
な
り
、
ま
た
後

の
「
諸
家
家
格
儀
式
書
留
」
で
は
、
大
名
の
異
同
が
あ
る
。
こ
の
三
点
の
記
載
内
容
の

異
同
を
表
に
し
た
も
の
を
次
頁
に
提
出
し
た
。
な
お
、
史
料
の
記
載
順
は
、
便
宜
的
に

見
易
い
よ
う
に
配
列
を
変
え
て
い
る
。

　

こ
の
表
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、「
網
代
乗
物
」
は
、
親
藩
、
御
連
枝
、
松
平
賜
姓
の

有
力
外
様
大
名
、
大
名
で
は
な
い
も
の
の
大
名
格
と
さ
れ
た
旧
家
に
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
通
例
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
世
子
は
当
主
と
な
る
前
提

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
除
外
し
て
も
、
十
八
人
の
異
同
が
あ
る
。
時
と
し
て
一

代
限
り
で
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
何
故
、
一
代
限
り
の
許
可

で
あ
る
か
は
、
諸
家
譜
な
ど
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
将
軍
や
幕
府
へ
の
貢
献
が
多

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
「
網
代
乗
物
」
の
使
用
は
、
特
権
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
押
さ
え

て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
修
理
代
金
の
十
六
両
と
十
九
両
と
い
う
の
は
安
い
の
だ
ろ
う
か
。
高
い

の
だ
ろ
う
か
。

　

中
山
道
関
ヶ
原
宿
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
「
宿
賄
諸
入
用
勘
定
帳
」（12
）に
、

「
宿
駕
籠
并
桐
油
桃
灯
新
調
・
直
し
手
間
代
と
も
」
と
し
て
金
五
両
二
分
二
朱
と
銭

三
三
八
文
と
あ
る
。
次
い
で
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
） 

の
「
宿
賄
諸
入
用
勘
定

帳
」（13
）で
も
、
同
じ
く
「
宿
駕
籠
并
桐
油
桃
灯
新
調
・
直
し
手
間
代
と
も
」
と
し
て

金
九
両
二
分
二
朱
と
銭
四
七
三
文
と
あ
る
。

　

宿
駕
籠
は
、
竹
と
木
で
作
ら
れ
た
簡
素
な
も
の
で
あ
り
、
桐
油
と
提
灯
の
新
調
と
修

理
の
手
間
代
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
史
料
１
・
２
の
上
等
な
乗
物
と
は
単
純
に
比
較

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
あ
え
て
比
較
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
数
字
か
ら
み
る
と
、
史
料
１

の
比
較
的
軽
易
と
思
わ
れ
る
修
理
で
あ
っ
て
も
、
天
保
八
年
時
に
は
宿
駕
籠
を
三
挺
新

調
で
き
、
史
料
二
で
も
同
十
二
年
時
に
は
二
挺
が
新
調
で
き
る
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

　

余
談
で
は
あ
る
が
、修
理
と
新
調
と
い
う
差
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、

一
人
の
人
間
が
乗
る
同
じ
移
道
具
と
し
て
、
そ
の
金
額
差
を
考
え
て
現
代
に
置
き
換
え

て
み
る
と
、
乗
用
車
に
お
け
る
最
高
級
車
あ
る
い
は
欧
米
車
と
軽
自
動
車
以
上
の
格
差

が
想
像
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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乗
物
種
類

『
天
明
御
触
書
集
成
』（
安
永
５
年
２
月
）

『
憲
教
類
典
』（
安
永
５
年
２
月
29
日
）

『
諸
家
家
格
儀
式
書
留
』（
文
政
11
年
以
降
）

藩

家　
　
　

中

石　
　

高
（
万
石
）

打
揚
腰
網
代
乗
物

松
平
越
前
守

松
平
越
前
守

松
平
越
前
守

福
井

越
前
松
平
家

32

松
平
左
兵
衛
督

明
石

越
前
松
平
家

6

松
平
出
羽
守

松
平
出
羽
守

松
平
出
羽
守

松
江

越
前
松
平
家

18

松
平
掃
部
頭

松
平
掃
部
頭

尾
張

尾
張
松
平
家
（
勝
長
か
）

御
連
枝

松
平
弾
正
大
弼

松
平
弾
正
大
弼

美
濃
高
須

尾
張
松
平
家

3

松
平
摂
津
守

松
平
摂
津
守

松
平
中
務
大
夫

美
濃
高
須

尾
張
松
平
家

3

松
平
左
近
将
監

松
平
左
近
将
監

紀
伊

紀
伊
松
平
家
（
頼
興
か
）

御
連
枝

松
平
左
京
大
夫

松
平
左
京
大
夫

松
平
左
京
大
夫

伊
予
西
条

紀
伊
松
平
家

3

松
平
讃
岐
守

松
平
讃
岐
守

松
平
讃
岐
守

高
松

水
戸
松
平
家

12

松
平
播
磨
守

松
平
播
磨
守

松
平
播
磨
守

常
陸
府
中
（
石
岡
）

水
戸
松
平
家

2

松
平
大
学
頭

松
平
大
学
頭

松
平
大
学
頭

陸
奥
守
山

水
戸
松
平
家

2

松
平
壱
岐
守

松
平
壱
岐
守

今
治

久
松
松
平
家

3

松
平
豊
松

松
平
豊
松

上
野
吉
井

鷹
司
松
平
家

1

松
平
大
膳
大
夫

松
平
大
膳
大
夫

松
平
大
膳
大
夫

長
州
（
萩
）

毛
利
家

37

松
平
相
模
守

松
平
因
幡
守

鳥
取

池
田
家

32

松
平
内
蔵
頭

松
平
内
蔵
頭

松
平
内
蔵
頭

岡
山

池
田
家

32

松
平
安
芸
守

松
平
安
芸
守

松
平
安
芸
守

広
島

浅
野
家

43

松
平
薩
摩
守

松
平
薩
摩
守

松
平
薩
摩
守

鹿
児
島

島
津
家

77

松
平
修
理
大
夫

鹿
児
島

島
津
家
（
世
子
）

77

松
平
陸
奥
守

松
平
陸
奥
守

松
平
陸
奥
守

仙
台

伊
達
家

62

松
平
雅
楽
頭

松
平
雅
楽
頭

姫
路

酒
井
雅
楽
頭
家

15

上
杉
弾
正
大
弼

上
杉
弾
正
大
弼

上
杉
弾
正
大
弼

米
沢

上
杉
家

15

津
軽
越
中
守

津
軽
越
中
守

津
軽
越
中
守

弘
前

津
軽
家

5

松
平
肥
前
守

佐
賀

鍋
島
家

36

腰
網
代
に
て
無
之
打
揚
乗
物

松
平
越
後
守

松
平
越
後
守

松
平
越
後
守

津
山

越
前
松
平
家

10

松
平
千
太
郎

松
平
千
太
郎

松
平
大
和
守

川
越

越
前
松
平
家

15

松
平
左
兵
衛
佐

松
平
左
兵
衛
佐

明
石

越
前
松
平
家

6

松
平
日
向
守

糸
魚
川

越
前
松
平
家

1

松
平
兵
庫
頭

松
平
兵
庫
頭

松
平
志
摩
守

出
雲
母
里

越
前
松
平
家

1

松
平
佐
渡
守

出
雲
広
瀬

越
前
松
平
家

3

松
平
大
炊
頭

松
平
大
炊
頭

常
陸
宍
戸

水
戸
松
平
家

1

松
平
豊
太
郎

松
平
豊
太
郎

庄
内
（
鶴
岡
）

酒
井
左
衛
門
尉
家
（
忠
徳
）

14

松
平
阿
波
守

徳
島

蜂
須
賀
家

26

松
平
淡
路
守

松
平
淡
路
守

松
平
淡
路
守
（
世
子
）

徳
島

蜂
須
賀
家

26

松
平
備
後
守

大
聖
寺

前
田
家

7

松
平
加
賀
守

金
沢

前
田
家

100

南
部
大
膳
大
夫

盛
岡

南
部
家

10

松
平
土
佐
守

土
佐

山
内
家

10

喜
連
川
左
兵
衛
督

喜
連
川
左
兵
衛
督

喜
連
川
左
兵
衛
督

喜
連
川

喜
連
川
家
（
10
万
石
格
）

0.5

山
名
靱
負

山
名
靱
負

山
名
靱
負

村
岡

山
名
家
（
大
名
格
）

0.67

打
揚
腰
網
代
之
内
一
方
相
用

松
平
肥
後
守

松
平
肥
後
守

松
平
肥
後
守

会
津

松
平
家
（
保
科
）

28

有
馬
中
務
大
輔

有
馬
中
務
大
輔

有
馬
玄
蕃
頭

久
留
米

有
馬
家

21

有
馬
上
総
介

有
馬
上
総
介

久
留
米

有
馬
家
（
世
子
）

21

佐
竹
右
京
大
夫

佐
竹
右
京
大
夫

佐
竹
右
京
大
夫

久
保
田

佐
竹
家

20

打
揚
に
て
無
之
腰
網
代
乗
物
相
用

伊
達
遠
江
守

伊
達
遠
江
守

宇
和
島

伊
達
家

10

網
代
乗
物
相
用
往
古
御
免
許

松
平
下
総
守

忍

松
平
家

10

［表］　網代乗物等乗用者一覧
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む
す
び　

―
使
用
者
は
誰
か
？
―

　

こ
こ
ま
で
網
代
乗
物
に
つ
い
て
整
理
し
た
が
、
今
回
紹
介
し
た
史
料
の
網
代
乗
物
の

使
用
者
の
身
分
が
僅
か
で
は
あ
る
が
推
測
で
き
た
。

　

史
料
１
は
、
漆
の
色
な
ど
が
詳
細
で
は
な
く
、
網
代
乗
物
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
修
理
も
簡
略
で
あ
る
こ
と
か
ら
仕
様
が
詳
ら
か
で
は
な
い
。
わ
ず
か
な
手
掛
か

り
と
し
て
屋
根
が
黒
色
の
羅
背
板
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
は
も
と
よ
り
公
家
や
官
僧

用
の
乗
物
で
は
な
い
。
大
名
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

史
料
２
は
、
塗
り
は
黒
花
塗
、
す
な
わ
ち
黒
漆
塗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
１
同
様

に
将
軍
家
や
公
家
・
官
僧
で
は
な
く
大
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
後
に
家
紋
を
付

し
、
簾
の
ほ
か
に
三
方
に
美
濃
紙
の
障
子
を
つ
け
る
。
但
し
、
打
上
か
否
か
が
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
具
体
的
な
大
名
家
や
家
格
等
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

　

た
だ
、
打
揚
乗
物
は
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
部
分
は
引
戸
以
上
に
稼
働

率
が
高
く
、
修
理
を
必
要
と
す
る
個
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
史
料
１
・
史
料
２

と
も
に
仕
様
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
打
揚
乗
物
で
は
な
い
と
推
測
し
て

い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
考
え
る
と
打
揚
で
は
な
い
腰
網
代
乗
物
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宇
和
島
藩

主
の
伊
達
遠
江
守
な
い
し
忍
藩
主
の
松
平
下
総
守
の
二
家
に
限
ら
れ
て
く
る
。
松
平
下

総
守
が
、
許
可
さ
れ
た
「
往
古
」
が
何
時
か
ら
な
の
か
、
ま
た
今
回
の
史
料
の
年
代
が

明
ら
か
で
あ
れ
ば
進
ん
だ
特
定
が
可
能
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
詳
ら
か
で
は
な
い
の
が

残
念
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
資
料
の
網
代
乗
物
の
使
用
者
は
、
伊
達
遠
江
守
家
か
松
平
下
総
守

家
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
く
、
特
に
史
料
２
は
担
ぎ
棒
が
黒
漆
塗
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
参
覲
交
代
時
の
道
中
用
乗
物
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
乗
物
修
理
に
関
す
る
史
料
紹
介
を
目
的
と
し
た
が
、
筆
者
の
力
不
足
か
ら
仕

様
の
詳
細
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
使
用
者
の
推
定
に
と
ど
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
後
、
郵
政
資
料
館
所
蔵
資
料
の
調
査
の
過
程
で
、
乗
物
に
関
す
る
史
料
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
を
記
す
に
あ
た
っ
て
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
第
五
分

『守貞謾稿』後集巻３-４　宿駕籠（国立国会図書
館蔵）

『守貞謾稿』後集巻３-４　山駕籠（国立国会図書
館蔵）
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科
会
主
査
山
本
光
正
先
生
に
、
深
甚
な
る
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）　 

樋
畑
雪
湖
『
江
戸
時
代
の
交
通
文
化
』（
一
九
七
四
年　

臨
川
書
店
再
刊
）
で
は
、「
網

代
乗
物
」
の
存
在
は
記
し
て
い
る
も
の
の
、「
乗
物
」
を
駕
籠
乗
物
と
総
称
し
て
お
り
、

「
乗
物
」
に
つ
い
て
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
る
。
ま
た
櫻
井
芳
明
『
も
の
と
人
間
の
文
化

史
141　

駕
籠
』（
二
〇
〇
七
年　

法
政
大
学
出
版
局
）
で
は
、「
乗
物
」
は
引
戸
の
あ
る

も
の
、「
駕
籠
」
は
引
戸
の
な
い
簡
素
な
も
の
で
、
種
類
に
よ
っ
て
は
外
見
や
内
部
造
作

は
紛
ら
わ
し
い
場
合
も
あ
る
と
し
て
お
り
、
同
書
で
は
「
乗
物
」
を
「
駕
籠
」
と
し
て

呼
ん
で
い
る
。
日
高
慎
吾
『
女
乗
物
〜
そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性
〜
』（
二
〇
〇
八
年　

東
海
大
学
出
版
会
）
で
は
、
発
生
の
起
源
が
異
な
り
、
使
用
者
と
装
飾
性
か
ら
分
類
す

れ
ば
、
支
配
者
層
が
用
い
る
の
が
「
乗
物
」、
被
支
配
者
層
が
用
い
る
の
が
「
駕
籠
」
で

あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
乗
物
の
方
が
質
素
で
、
駕
籠
の
方
が
良
品
の
場
合
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

（
２
）　 

江
戸
東
京
博
物
館
開
館
十
五
周
年
記
念
特
別
展
「
珠
玉
の
輿
〜
江
戸
と
乗
物
〜
」

二
〇
〇
八
年

（
３
）　 

日
高
慎
吾
『
女
乗
物
〜
そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性
〜
』
二
〇
〇
八
年　

東
海
大
学
出
版

会

（
４
）　 

室
瀬
和
美
「
江
戸
東
京
博
物
館
蔵　

梨
子
地
葵
紋
散
松
菱
梅
花
唐
草
文
様
蒔
絵
女
乗
物

の
保
存
修
復
に
つ
い
て
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告　

第
六
号
所
収
）

二
〇
〇
一
年　

江
戸
東
京
博
物
館

（
５
）　

資
料
番
号
１
９
９
１
―
３
６
１
。

（
６
）　 

歌
川
広
重
画
の
保
栄
堂
版
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
で
は
、
小
田
原
・
嶋
田
・
金
谷
・
岡
崎
・

関
・
京
師
に
参
勤
交
代
道
中
の
乗
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
か
ら
は
網
代
か
ど
う
か
判

然
と
し
な
い
が
、
塗
り
分
け
が
無
い
の
で
網
代
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
担

ぎ
棒
は
規
定
の
白
木
の
よ
う
で
あ
る
。

（
７
）　
『
浚
明
院
殿
御
実
紀
』
巻
三
十　

安
永
三
年
十
二
月
廿
九
日
条

（
８
）　 『
天
明
御
触
書
集
成
』
所
収　

一
八
一
〇
号　

安
永
五
年
二
月

（
９
）　 

本
来
「
・
家
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
一
家
で
当
主
と
世
子
あ
る
い
は
先
代
が
認
め
ら

れ
て
い
る
家
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
・
人
」
と
し
た
。

（
10
）　 「
憲
教
類
典
」
二
之
大
名
の
安
永
三
年
十
二
月
七
日
条
に
も
あ
る
（『
古
事
類
苑
』
器
用

部
三
十　

駕
籠
所
収
）

（
11
）　 

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵「
諸
家
家
格
儀
式
書
留
」（
資
料
番
号
９
１
２
１
１
８
４
０
）

（
12
）　 『
関
ヶ
原
町
史
』
史
料
編
三　

宿
駅
関
係
（
一
九
七
八
年　

関
ヶ
原
町
）
所
収　

第
五
四

号
文
書　

（
13
）　

同
前　

第
五
四
ノ
二
号
文
書

 

（
す
ぎ
や
ま　

ま
さ
し　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館　

学
芸
主
幹
）


